
７ 幡多地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

高知県の西南部に位置する幡多地域では、温暖な気候や黒潮の恵みなどの自然環境を

生かしながら、地域の基幹産業である第一次産業を中心とした産業づくりが展開されて

きましたが、年々人口が減少し、昭和 30 年代半ばには 14 万人余（大正町、十和村を除

く）であったものが、令和２年の国勢調査では 80,248 人となり、前回調査（平成 27 年）

と比較して 7.6％減少しています。

幡多地域の令和２年度の市町村内総生産（名目）は、263,334 百万円であり、平成 27

年度と比較すると約 5.1％減少しています。なお、令和２年度の県内総生産（名目）に

占める割合は 11.19％です。

産業別構成比（令和２年度）は、農林水産業や建設業などの割合が県全体と比較して

高いことが、特色として挙げられます。

特化係数※ H27 R2 特化係数※ H27 R2
農業 1.12 1.06 宿泊・飲食 1.59 1.63 
林業 2.01 1.99 情報通信業 0.21 0.21 
水産業 3.64 3.32 金融・保険業 0.98 0.94 
鉱業 0.08 0.01 不動産業 0.96 0.96 
製造業 0.60 0.59 専門 0.71 0.74 
電・ガ・水・廃 1.11 1.13 公務 0.96 0.98 
建設業 1.25 1.38 教育 1.05 1.05 
卸売・小売業 0.85 0.87 保健衛生 1.00 1.01 
運輸・郵便業 1.51 1.52 その他サービス 1.03 1.11 
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特化係数※ H27 R2 特化係数※ H27 R2
農業 1.12 1.06 宿泊・飲食 1.59 1.63 
林業 2.01 1.99 情報通信業 0.21 0.21 
水産業 3.64 3.32 金融・保険業 0.98 0.94 
鉱業 0.08 0.01 不動産業 0.96 0.96 
製造業 0.60 0.59 専門 0.71 0.74 
電・ガ・水・廃 1.11 1.13 公務 0.96 0.98 
建設業 1.25 1.38 教育 1.05 1.05 
卸売・小売業 0.85 0.87 保健衛生 1.00 1.01 
運輸・郵便業 1.51 1.52 その他サービス 1.03 1.11 
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出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

※特化係数:幡多地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。



農業分野

冬季温暖な海岸部と四万十川流域を中心とした平野部では、施設・露地野菜、花き、

水稲、果樹の栽培が、急峻な地形の山間部では、露地野菜や果樹、水稲など地域の特性

を生かした多様な農業が展開されています。

しかしながら、高齢化や担い手の減少、耕作放棄地の増加、異常気象の影響など、農

業を取り巻く環境は一層厳しさを増しています。

そのため、IoP クラウド等の活用によるデータ駆動型農業の推進や、集落営農の法人

化・広域化、農福連携の取り組みなど、新たな技術の導入や中山間地域の農業を支える

仕組みづくりなどに取り組んでいます。

林業分野

原木生産量が拡大し森林資源の活用が進んでいるものの、持続可能な林業振興には森

林資源の循環利用が重要であることから、森林の伐採後の再造林の促進や担い手の育

成・確保などに取り組んでいます。

水産業分野

地勢に恵まれ豊かな漁場が形成されたことで、多種多様な漁船漁業や養殖業に加え水

産加工業などの関連産業も栄えてきましたが、漁業者の減少や高齢化のほか、環境変化

に伴う漁獲量の変動や燃料・資材の高騰など、水産業を取り巻く環境は厳しいものにな

っています。

そのため、担い手の育成・確保やフィレ加工等による高付加価値商品の販売を推進す

るとともに、デジタル技術を活用した漁業のスマート化など操業の効率化にも取り組ん

でいます。

商工業分野

郊外への大規模小売店の進出を中心とした新たな商業集積などの影響を受け、商店街

や市街地の小売業を取り巻く環境は厳しさを増しています。また、建設業の総生産額は

増加傾向にあるものの、製造業の産業別構成比は、県全体と比較しても低い状況です。

このため、地域の産業間の連携を強化し、地域資源を活用した競争力のある商品づく

りを進めるとともに、誘客促進と販路拡大に向け観光分野の取り組みとも連携しながら、

中心商店街や中心市街地、道の駅などの拠点施設の魅力づくりに取り組んでいます。

観光分野

幡多地域の持つ「自然」や「食」、「歴史文化」、「人柄」を生かした滞在型・体験型観

光やスポーツツーリズムの取り組みが進んでいます。

また、令和２年度には足摺海洋館「SATOUMI」、令和５年度には宿毛市と土佐清水市の

道の駅がリニューアルオープンするとともに、大月町においても新たなグランピング施

設が完成するなど新たな拠点施設の整備も進んでいます。

これまで磨きあげてきた地域資源と、新たな観光拠点等を組み合わせた周遊プランを

造成するなど、県、幡多６市町村、観光関係団体・事業者など官民が一体となって、国

内外からの誘客促進に向けた取り組みを進めています。



（２） 地域アクションプランの概要

当地域では、各市町村の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の取り組みと歩調を合

わせながら、地域の基幹産業である第一次産業をはじめとした地域産業の振興に引き続

き取り組んでいきます。

また、地域の素材を効果的に活用した加工品づくり、新たなものづくりなどを後押し

することにより、販売拡大や新たな雇用の創出、地域住民の所得向上に繋げていきます。

農業分野

ユズ、直七、ぶしゅかんやフィンガーライムなどの柑橘類やイチゴ、栗といった地域

特性を生かした品目の産地づくりから販路拡大、加工品開発の取り組みを強化し、農業

者の所得向上や担い手の確保に繋げていきます。

また、畜産関係では、四万十市西土佐地域で取り組んでいる「四万十牛」の生産・販

売の拡大を通して、地域産業の活性化に繋げていきます。

水産業分野

メジカやキビナゴ、タイ、ブリなどの地域資源を生かした加工品開発と商談会等への

出展等による認知度向上・ブランド化の取り組みを進めることで、販路拡大を図ります。

こうした取り組みを通して、漁業者が安定した収入を確保できる仕組みを確立し、地

域産業の活性化と担い手の育成・確保に繋げていきます。

商工業分野

地域資源を活用した商品開発・加工品づくりを進め、生産管理の高度化、効率化によ

る生産拡大、販売拡大などに取り組みます。

また、幡多地域は首都圏など大消費地から遠く、経営基盤や社内態勢が脆弱な零細事

業者にとってニーズ把握や営業活動の面でハンディがありますが、アドバイザー制度等

を活用し商品力の強化を図るとともに、商談会への出展、県内外の事業者と連携した販

路拡大の取り組み、さらにはオンライン環境やメディアを通じた情報発信、関西圏で新

たにオープンするアンテナショップの活用など、あらゆるチャネルを利用し外商活動を

展開していきます。

さらに、道の駅や地域の拠点施設等における集客機能についても強化し、定期的なイ

ベント開催などによる賑わいづくりと交流人口の増加を図るとともに、土佐備長炭や宗

田節関連商品など地元独自の産品の認知度向上・ブランド化の取り組みをより一層強化

し、売上アップと周辺地域への経済的な波及効果を拡げていきます。

観光分野

柏島や四万十川など、これまで磨きあげてきた自然体験型観光のメニューに加え、道

の駅やグランピング施設など新たに整備された観光拠点施設と連携した周遊ツアーの造

成、受入態勢や情報発信の強化、また多言語化など本格化するインバウンド対応を充実

することにより、さらなる誘客促進、滞在時間の延長に取り組みます。

また、SDGs を切り口とした体験プログラムの充実やスポーツ合宿と観光を組み合わせ

た周遊プランの造成やプロモーション活動などについても、（一社）幡多広域観光協議会

を中心に、地域が一体となって取り組みます。





（３）　具体的な取り組み

分
野

№ 項　　　　　　　　　　目

宿
毛
市

土
佐
清
水
市

四
万
十
市

大
月
町

三
原
村

黒
潮
町

1 宿毛市特産直七の生産・加工・販売の推進 ●  

2 宿毛市イチゴ・フィンガーライムブランド化推進プロジェクト ●  

3 四万十ぶしゅかんの産地形成とブランド化 ●

4 三原村ユズ産地化計画の推進 ●

5 土佐清水メジカ関連産業再生構想の推進 ●  

6 宗田節関連商品の販路拡大の推進 ● 　

7 宗田節の一般向け加工商品の販売促進と体験観光の強化 ●

8 新たな製造方式による宗田節等の生産・販売の強化 ●

9 宿毛湾の水産加工品等の販売拡大 ●

10 道の駅「めじかの里土佐清水」を拠点とした地域振興 ●

11 売り出せ西土佐プロジェクト ●

12 幡多地域の農水産物を活用したペット関連商品の開発・販売拡大 ●

13 幡多地域産品を活用した冷凍加工食品の開発・製造・販売の推進 ●

14 地域商業活性化拠点「はれのば」を核とした中心市街地の活性化　 ●

15 地元食材を活用した加工品の開発・製造による地産地消・外商の推進 ●

16 道の駅「ふれあいパーク・大月」を拠点とした産業振興と賑わいの創出 ●

17 三原村のどぶろくによる地域活性化 ●

18 黒潮町産天日塩を活用したビジネスの推進 ●

19 黒潮町産天日塩の販売拡大及び地域ブランド化の推進 ●

20 佐賀地域の資源を活用した拠点ビジネス推進 ●

21 黒潮町の地域資源を中心とした防災関連商品づくりの推進 ●

22 幡多広域における滞在型・体験型観光の推進 ● ● ● ● ● ●

23 幡多広域におけるスポーツツーリズムを核とした交流人口の拡大と地域の活性化 ● ● ● ● ● ●

24 宿毛市の地域資源を活用した観光振興 ●

25 土佐清水まるごと戦略観光の展開 ●

26 四万十市の地域資源を活用した通年・滞在型観光の推進 ●

27 大月町の地域資源を活用した観光振興 ●

28 三原村の魅力をいかした滞在型・体験型観光の推進 ●

29 黒潮町の地域資源を活用した観光の推進 ●

他 30 集落活動センターやまびこによる三原村の産業振興 ●
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